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InSARによる永久凍土地帯の地盤変動の検出：予備的結果
InSAR measurement of ground subsidence at permafrost areas: preliminary results
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ロシアのヤマル半島において、2014年6月にカルデラのような「陥没地形」が発見された。シベリア北部のよう
な永久凍土地帯ではサーモカルストと呼ばれる窪地あるいは融解湖が知られており、多くは永久凍土の融解に
伴う沈降によるものと考えられている。融解湖の拡大あるいは縮小が光学衛星画像の解析から調べられたこと
はあるが、永久凍土の融解そのものは現場観測が困難であることや、対象地域そのものが広大でもあり、現在
どこで融解が進行しているかなどは明らかになっていない。Liu et al (2015, JGR-ES)は、InSARを用いて、永
久凍土融解に伴う地盤沈下を検出し、そのようなプロセスが捉えられることを示した。 
われわれは予備的解析として、ロシアのヤマル半島において、ALOS/PALSARのデータによるInSARを用いて、地
盤変動の検出を試みた。予備的結果などについて議論する。
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